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第２章  子どもと家庭を取り巻く状況 

 

１ 人口の変化と少子化の状況 

 

 

 （１）人口の推移 

    本市の総⼈口は、平成 12 年の 318,732 ⼈をピークに減少に転じ、将来推計

においても減少が続き、平成 37 年には 256,157 ⼈となると推計されています

（図表 1）。 

 

【図表 1 青森市の人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ⼈口構成⽐率では、平成 12 年には年少⼈口（0〜14 歳）の割合が⽼年⼈口

（65 歳以上）の割合を下回っており、将来推計においても、平成 37 年には年

少⼈口（0〜14 歳）の割合は 9.7％になると推計されています（図表 2）。 
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資料：総務省「国勢調査」国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 
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【図表 2 青森市の人口構成比率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）出生率などの推移 

    本市の出生数及び出生率※は、平成 17 年に⼤きく減少し、その後は減少傾向

が続いています。また、出生率は全国より低くなっています（図表 3）。 

【図表 3 出生数・出生率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

  ※ 出生率：人口千人に対する年間の出生数の割合。  
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資料：総務省「国勢調査」国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

資料：厚生労働省「人口動態統計」青森県「人口移動統計調査」 
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    また、本市の合計特殊出生率※は、平成 17 年まで減少傾向で推移してきまし

たが、国・県と同様、平成 17 年の 1.20 を底に上昇しており、平成 26 年度は

1.31 となっています（図表 4）。 

【図表 4 合計特殊出生率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）婚姻・出産の状況 

    少⼦化の主な要因のひとつとして「未婚化・晩婚化の進⾏」が挙げられます

が、本市の未婚率は、全国と同様に、平成 7 年から平成 22 年にかけて男⼥とも

すべての年齢区分で上昇しています。特に、男⼥ともに 30 歳〜34 歳の未婚率

が 10 ポイント以上上昇しています（図表 5）。 

【図表 5 年齢別の男女別未婚率】       単位：（％） 

 

 

 

 
    また、平均初婚年齢についても、全国・⻘森県ともに年々上昇しており、⻘森

県では平成 16 年から平成 26 年にかけて、男性は 29.1 歳から 30.6 歳に、⼥

性は 27.3 歳から 29.0 歳に上昇しており、晩婚化が進んでいることがうかがえ

ます（図表 6）。 

                     

  ※ 合計特殊出生率：15～49 歳の女性の年齢別出生率を合計したもので、一人の女性が一生の間に生むとしたと

きの子どもの数に相当する。  
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          ※本市の数値は、上記資料を用いた本市の試算値 

 

資料：総務省「国勢調査」 
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【図表 6 平均初婚年齢】          単位：歳 
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    ⻘森県が、平成 25（2013）年に 0〜15 歳までの⼦どもを持つ親を対象に実

施した「⼦どもと⼦育てに関する調査」では、理想の⼦ども数は 2.54 ⼈であ

るのに対し、予定の⼦ども数は 2.17 ⼈となっております。その理由として、

⼦育てや教育への経済的な負担が約 4 割と最も多く、若い世代ほどその負担を

⼤きく感じている状況となっています（図表 7〜9）。 

 

【図表 7 理想の子ども数・予定の子ども数】 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

青森県 29.1 29.0 29.2 29.4 29.8 30.0 29.9 30.2 30.4 30.5 30.6
全　国 29.6 29.8 30.0 30.1 30.2 30.4 30.5 30.7 30.8 30.9 31.1
青森県 27.3 27.3 27.5 27.6 27.9 28.1 28.1 28.4 28.7 28.8 29.0
全　国 27.8 28.0 28.2 28.3 28.5 28.6 28.8 29.0 29.2 29.3 29.4
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資料：青森県「子どもと子育てに関する調査」（平成 26 年 5 月） 
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子どもの教育にお金がかかるから

食費、衣服費、こづかいなど、

子どもを育てるのにお金がかかるから

家庭の収入が減っているから

高齢になってから産むのはいやだから

育児の心理的、肉体的負担が重いから

健康上の理由から

前回の妊娠・出産が大変だったから

自分（配偶者）の仕事に差し支えるから

一番末の子が自分（配偶者）の定年

退職までに成人してほしいから

家が狭いから

自分達の趣味やレジャーと両立しないから

全体 34歳以下 35～44歳 45歳以上

（複数回答）

※1 「自分（配偶者）の仕事に差し支えるから」の内訳は不明。

※2 その他、無回答を除く。

【図表 8 予定の子ども数が少ない理由（男性）】 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 9 予定の子ども数が少ない理由（女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：青森県「子どもと子育てに関する調査」（平成 26 年 5 月） 


